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成果の概要／陣上直人 

【研究内容】 

高気圧酸素治療は、高気圧環境下で純酸素を吸入する治療で、肺胞内の酸素分圧増大を

介して血漿中の溶解型酸素を増やす治療である。低酸素環境の改善、血管新生、創傷治

癒などの効果により様々な疾患の治療に用いられています。しかしながら、中枢神経系

疾患への治療応用は発展途上にあり、その有効性を示すことが求められています。本研

究では、認知機能障害や錐体外路障害等を来たす、遅発性低酸素白質脳症において高気

圧酸素治療が効果的であることを示しました。遅発性低酸素白質脳症は救急診療におけ

る重症患者で、急性期に無酸素や低酸素状態を呈すると一旦寛解しても、数日〜数週後

に様々な神経精神症状を呈する病態として知られています。一酸化炭素や薬物などの急

性中毒が加わることで誘発されやすく、画像検査では大脳白質病変が遅れて出現するた

め診断に難渋します。有効な治療法はないため対症療法が主体となりますが、高気圧酸

素治療の有用性の可能性を提言しました。引き続き、高気圧酸素治療が中枢神経系疾患

に対してどのようなメカニズムで治療効果を示すのかを明らかにし、新たな治療選択肢

とすることを目標としています。 

 

【論文】 

Naoto Jingami et al. Consecutive hyperbaric oxygen therapy for delayed post-hypoxic 

leukoencephalopathy resulting from CHANTER syndrome caused by opioid intoxication. 

Frontiers in medicine 2024 

 

Naoto Jingami et al. Position change during hyperbaric oxygen therapy for arterial gas 

embolism. Undersea and Hyperbaric Medicine Journal in press 

 

【国際学会報告】 

Undersea & Hyperbaric Medical Society, Annual Scientific Meeting 2023 

Naoto Jingami et al. CHANTER syndrome followed by delayed post-hypoxic 

leukoencephalopathy successfully treated with consecutive hyperbaric oxygen therapy 

 

【国内学会報告】 

第 56 回日本高気圧環境・潜水医学会学術総会 

陣上直人ら、間歇型一酸化炭素中毒による認知機能障害と錐体外路症状に対する高気圧

酸素治療の有効性（一酸化炭素の洗い出し効果） 


